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第１章 杉並区の概要 

１．区の位置 

区は、東京 23 区の西端に位置し、一般に「城西地区」と呼ばれる区域に属しています。区の面積

は 34.06 ㎢であり、東京 23 区の中では 8 番目に大きな規模となっています。 

また、人口は約 55.9 万人（約 31.3 万世帯）で、東京 23 区の中では７番目に位置し、平成 9 年

以降は漸増傾向にあります。 

地形的には武蔵野台地の上にあり、平坦ながら、西から東へ向かって緩やかに傾斜しています。ま

た、区内には荒川水系の一級河川である善福寺川、妙正寺川、神田川が流れています。 

図表 区の位置 

面積 

➢市の位置及び面積 

東京 23 区の西部、武蔵野台地上にあって、東は中野区・渋谷区、西は武蔵野市・三鷹

市、南は世田谷区、北は練馬区と接している。 

 （東経 139 度 38 分 北緯 35 度 41 分 標高 44.6 メートル(基点は、区役所の位置)）

➢面積 34.06㎢（平成 29 年 1 月 1 日現在） 

（東西最長 7.5km 南北最長 7.2km） 

人口 

平成 29 年 1 月 1 日現在（住民基本台帳） 

➢総数 

558,950 人 （男：268,520 人、女：290,430 人） 

➢世帯数 

 313,376 世帯 （1 世帯当たりの人員：1.8 人） 

➢人口密度 

 16,410.7 人/㎢ 

主な 

交通網 

➢鉄道路線及び駅数  

JR 中央線 4 駅（高円寺駅、阿佐ヶ谷駅、荻窪駅、西荻窪駅）、京王線 1 駅（八幡山駅）、

京王井の頭線 6 駅（永福町駅、西永福駅、浜田山駅、高井戸駅、富士見ヶ丘駅、久我山駅）、

西武新宿線 3 駅（下井草駅、井荻駅、上井草駅）、地下鉄丸ノ内線 5 駅（東高円寺駅、新

高円寺駅、南阿佐ヶ谷駅、荻窪駅、方南町駅） 

➢道路 

 国道 20 号（甲州街道）、中央自動車道、首都高速４号線、都道 15 路線 

図表 位置図 
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（２）歳出 

区の歳出は、歳入と同様に平成 15 年度以降、若干の増減はあるものの、増加傾向にあり、平成

28年度の普通会計における歳出額は1,794億円となっています。社会保障関連経費（扶助費・繰出

金）はこの15年間で約2.3倍に増加しています。そのうち、義務的経費＊1である扶助費は、約２.6

倍に増加しており、特に、ここ数年は、保育待機児童対策に力を入れたことにより、平成22年度か

ら平成28年度までの6年間で、346億円から468億円と約1.4倍となっています。女性の就労

率の変化や高齢化の進展に伴い、今後も社会保障関連経費は伸びていくことが予想されています。 

また、公共施設等の建設や用地購入など社会資本の形成に支出する投資的経費＊2 については、15

年前は100億円前後で推移していましたが、平成18年度以降大幅に増加し、平成28年度には269

億円にまで伸びています。 

 

図表 普通会計 決算額推移性質別【歳出】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他経費 繰出金 補助費等 維持補修費 物件費

投資的経費 公債費 扶助費 人件費

義
務
的
経
費 

(出典：杉並区決算状況一覧表) 

投
資
的
経
費 

義務的経費＊1：人件費（職員給与等）、扶助費（生活保護費等）、公債費（借金である特別区債の返済にあてる

経費）で性質上容易に削減できない経費 

投資的経費＊2：道路・学校・公共施設の建設や用地購入など社会資本の形成に投入する経費 

 

（億円） 

＊1 

＊2 




